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日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
（
山
本
）�

二
九

一
　�

検
討
の
視
点
─
─
近
年
の
指
定
管
理
制
度
・
業
務
委
託
等
に
係
る
集
団
的
労
使
紛
争
の
分
析
を
手
が
か
り
に
─
─

　
本
稿
は
、
法
政
大
学
公
契
約
研
究
会
に
お
け
る
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
共
通
研
究
テ
ー
マ
「
公
契
約
と
新
し
い
公
共
」
の

う
ち
、
日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
を
担
当
し
た
筆
者
が
、
研
究
会
に
お
け
る
報
告
原
稿
を
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
会
に
お
い
て
は
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
公
契
約
法
制
の
比
較
法
的
検
討
を
行
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、
日
本
国
内
の
公
的
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
の
外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
や
指
定
管
理
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
担
当
し
、
集
団

一
　�

検
討
の
視
点
─
─
近
年
の
指
定
管
理
制
度
・
業
務
委
託
等
に
係
る
集

団
的
労
使
紛
争
の
分
析
を
手
が
か
り
に
─
─

二
　
公
契
約
に
係
る
集
団
的
労
使
紛
争
の
類
型

三
　
近
年
の
公
契
約
に
係
る
労
委
命
令
の
検
討

　（
一
）　�

公
契
約
従
事
者
の
雇
用
継
続
に
係
る
団
体
交
渉
応
諾
義
務
の
存

否

　（
二
）　
委
託
元
へ
の
団
体
交
渉
申
し
入
れ
と
使
用
者
性

　（
三
）　
小
括

四
　
日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
の
残
さ
れ
た
課
題

　（
一
）　�

公
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
労
組
法
等
の
集
団
的
労
使
関
係
法

遵
守
の
条
項
の
扱
い

　（
二
）　�

事
後
的
救
済
の
限
界
と
公
正
労
働
基
準
設
定

日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係

山
　
本
　
圭
　
子
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一
一
三
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三
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三
〇

的
労
使
関
係
上
の
課
題
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
近
年
の
労
委
命
令
を
も
と
に
、
公
的
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
の
外
部
委
託
（
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
）
や
指
定
管
理
制
度
の
下
で
の
集
団
的
労
使
関
係
上
の
課
題
の
整
理
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
九
（
平
成
二
十
一
）
年
九
月
に
千
葉
県
野
田
市
議
会
が
日
本
で
初
の
「
公
契
約
条
例
」
を
可
決
し
て
か
ら
お
お
よ
そ
六
年
に
な

る
。
そ
の
後
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
公
契
約
条
例
の
制
定
が
進
ん
だ
も
の
の（（
（

、「
公
契
約
法
」
の
制
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
公
契
約
条
例
の
制
定
は
、
公
務
員
の
減
員（（
（

、
非
常
勤
職
員
等
の
増
加
や
外
部
労
働
力
の
利
用
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
問
題
の
顕
在
化（（
（

や
労
働
組
合
の
働
き
か
け（（
（

等
が
背
景
に
あ
り
、
公
契
約
に
お
け
る
賃
金
下
限
額
の
設
定
等
に
よ
る
労
働
条
件

の
確
保
等
が
条
例
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
。
公
契
約
に
従
事
す
る
労
働
者
の
公
正
な
労
働
基
準
の
確
立
が
公
契
約
に
携
わ
る
労
働
者
の

労
働
条
件
に
改
善
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
労
働
者
全
体
の
労
働
条
件
や
地
域
雇
用
の
改
善
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　
他
方
、
公
契
約
締
結
の
一
方
当
事
者
た
る
地
方
公
共
団
体
及
び
受
託
業
者
等
と
労
働
組
合
と
の
間
の
協
議
・
交
渉
に
係
る
紛
争
、
公
契

約
に
携
わ
る
労
働
者
の
個
別
的
労
使
紛
争
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
紛
争
が
労
働
委
員
会
、
裁
判
所
等
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
紛
争
の
個
別
判
断
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
公
契
約
事
案
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
特
有
・
独
自
の
判
断
枠
組
み
の
構
築
に
は

至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
初
の
公
契
約
条
例
が
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
以
降
の
公
契
約
に
係
る
集
団

的
労
使
紛
争
を
、
労
働
委
員
会
命
令
を
中
心
に
分
析
し（（
（

、
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
を
検
討
す
る
端
緒
と
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
、
以
下
、「
公
契
約
」
を
Ｉ
Ｌ
Ｏ
九
四
号
条
約
第
一
条
第
一
項
に
な
ら
い
、「
契
約
の
当
事
者
の
少
な
く
と
も
一
方
は

公
の
機
関
で
あ
る
こ
と
。」、「
契
約
の
履
行
は
次
の
も
の
を
伴
う
こ
と
。
①
公
の
機
関
に
よ
る
資
金
の
支
出
及
び
②
契
約
の
他
方
当
事
者

に
よ
る
労
働
者
の
使
用
」、「
契
約
は
次
の
も
の
に
対
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
。
①
土
木
工
事
の
建
設
、
変
更
、
修
理
若
し
く
は
解
体
、
② 

材
料
、
補
給
品
若
し
く
は
装
置
の
製
作
、
組
立
、
取
扱
若
し
く
は
発
送
又
は
③
労
務
の
遂
行
若
し
く
は
提
供
」
と
し
て
お
く（（
（

。



日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
（
山
本
）�

三
一

二
　
公
契
約
に
係
る
集
団
的
労
使
紛
争
の
類
型

　
業
務
委
託
・
指
定
管
理
に
係
る
集
団
的
労
使
紛
争
を
み
る
に
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
Ａ
従
前
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
直
営
で
実
施
し
て
い
た
事
業
を
業
務
委
託
・
指
定
管
理
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
雇
用
が
打
ち

切
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
事
案
（
組
合
員
の
解
雇
、
雇
止
め
の
労
組
法
七
条
一
号
、
三
号
該
当
性
が
争
点
と
な
る
事
案
）

　
Ｂ
委
託
元
で
あ
る
国
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
業
務
委
託
・
指
定
管
理
の
受
託
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
加
入
す
る
組
合

が
団
交
を
申
し
入
れ
た
事
案
（
委
託
元
の
使
用
者
性
、
団
体
交
渉
事
項
が
義
務
的
団
交
事
項
に
該
当
す
る
か
（
管
理
運
営
事
項
に
該
当
し

な
い
か
）
が
争
点
と
な
る
）

　
Ｃ
業
務
委
託
・
指
定
管
理
に
伴
う
雇
用
・
労
働
条
件
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
ら
が
加
入
す
る
労
働
組
合
が
受
託
者

に
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
た
際
の
、
誠
実
交
渉
義
務
等
が
争
点
と
な
る
事
案
等
。

　
こ
れ
ら
を
労
組
法
七
条
の
各
号
ご
と
に
ま
と
め
る
と
、

労
組
法
七
条
一
号
に
つ
い
て
は
（
ⅰ
）
組
合
員
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ⅱ
）
黄
犬
契
約

　
　
　
　
二
号
に
つ
い
て
は
　
（
ⅲ
）
労
組
法
上
の
使
用
者
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ⅳ
）
義
務
的
団
交
事
項
の
該
当
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ⅴ
）
誠
実
交
渉
義
務

　
　
　
　
三
号
　
　
　
　
　
　
（
ⅵ
）
支
配
介
入
等
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三
二

　
　
　
　
四
号
　
　
　
　
　
　
（
ⅶ
）
救
済
申
立
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
つ
の
事
件
に
全
て
の
要
素
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
単
独
の
争
点
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　（
ⅰ
）、（
ⅱ
）
は
公
契
約
関
係
に
特
有
の
も
の
と
は
い
え
な
い
が
、
課
題
と
な
る
の
が
、
二
号
の
団
交
応
諾
の
問
題
の
う
ち
、
労
組
法

上
の
使
用
者
性
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
委
託
元
等
の
国
や
地
方
公
共
団
体
の
使
用
者
性
が
争
点
と
な
る
事
例
は
多
い
。
し
か
も
、

不
当
労
働
行
為
の
審
査
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
審
査
手
続
の
間
に
、
委
託
契
約
、
指
定
管
理
の
契
約
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
後
の
救
済
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
趨
勢
が
決
ま
っ
て
し
ま
い
、
救
済
の
利
益
を
欠
く
と
い
っ
た
決
着
に
至
る
こ
と
が
あ
る
。

　
地
方
自
治
体
を
相
手
方
と
し
た
団
交
申
し
入
れ
に
あ
た
り
、
当
該
業
務
や
施
設
を
業
務
委
託
や
指
定
管
理
の
対
象
と
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
管
理
運
営
事
項
で
あ
る
と
し
て
団
交
の
対
象
と
し
な
い
と
か
、
特
定
の
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
も
管
理
運
営
事
項
に
該
当
す
る

な
ど
と
し
て
団
交
に
応
じ
な
い
こ
と
が
紛
争
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

三
　
近
年
の
公
契
約
に
係
る
労
委
命
令
の
検
討

　
公
契
約
を
め
ぐ
る
集
団
的
労
使
関
係
に
係
る
紛
争
は
、
右
の
分
類
の
よ
う
に
、
Ａ
公
契
約
従
事
者
の
雇
用
継
続
に
係
る
紛
争（（
（

、
Ｂ
団
体

交
渉
に
お
け
る
使
用
者
性
に
係
る
紛
争
、
Ｃ
委
託
元
及
び
委
託
先
の
団
交
応
諾
義
務
に
係
る
紛
争
に
類
型
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

実
際
の
紛
争
発
生
は
こ
れ
ら
の
複
合
と
し
て
起
こ
っ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
指
定
管
理
制
度
導
入
後
の
業
務
委
託
に
係
る
紛
争
の
典
型
例

を
大
ま
か
に
類
型
分
け
し
て
検
討
し
て
お
く
。

（
一
）　
公
契
約
従
事
者
の
雇
用
継
続
と
団
体
交
渉
応
諾
義
務
の
存
否



日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
（
山
本
）�

三
三

　
業
務
委
託
に
伴
う
雇
止
め
等
に
係
る
団
交
応
諾
義
務
に
係
る
事
案
と
し
て
、
小
松
島
市
事
件
（
徳
島
県
労
委
平
二
三
・
三
・
一
〇
命
令
、

不
当
労
働
行
為
事
件
命
令
集
一
四
九
号
（
一
）
四
八
八
頁
）
を
概
観
す
る
。
こ
の
事
件
は
、
市
営
バ
ス
事
業
の
民
間
委
託
の
実
施
予
定
に

伴
っ
て
、
任
用
期
間
が
終
了
し
た
Ａ
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
非
常
勤
職
員
を
再
任
用
し
な
か
っ
た
こ
と
、
Ｂ
組
合
（
Ａ
組
合
の
上
部
組

織
）
の
団
交
申
し
入
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
が
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

　
徳
島
県
労
委
は
業
務
委
託
に
先
立
ち
非
常
勤
職
員
の
任
用
期
間
を
二
一
年
九
月
末
ま
で
と
し
て
、
受
託
会
社
が
非
常
勤
運
転
手
全
員
で

は
な
く
優
先
し
て
雇
用
す
る
と
し
た
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
当
該
会
社
を
受
託
者
と
し
て
決
定
し
た
の
は
、
組
合
結
成
よ
り
前
で
あ
っ
た

こ
と
等
か
ら
、
市
が
組
合
員
や
組
合
活
動
を
嫌
悪
し
て
、
組
合
員
を
排
除
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
管
理
の
受
委

託
に
時
間
を
要
し
、
同
年
一
〇
月
以
降
、
派
遣
に
よ
る
運
転
士
で
対
応
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
不
当
労
働
行
為
意
思
に
基
づ
い
て
組
合

員
を
排
除
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
労
組
法
七
条
一
号
、
三
号
の
不
当
労
働
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
。
他
方
、
雇
止
め

以
降
、
市
が
、
申
立
人
組
合
か
ら
の
団
交
申
し
入
れ
を
、
管
理
運
営
事
項
で
団
交
事
項
に
該
当
し
な
い
、
前
回
の
交
渉
後
に
新
た
な
問
題

点
が
な
い
等
と
し
て
拒
否
し
た
こ
と
は
、
労
組
法
七
条
二
号
の
不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と
し
た
。

　
こ
の
小
松
島
市
事
件
で
は
、
徳
島
県
労
委
は
、
非
常
勤
職
員
の
任
用
終
了
後
、
再
任
用
す
る
か
し
な
い
か
は
市
の
裁
量
に
属
す
る
管
理

運
営
事
項
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
従
来
組
合
員
は
結
果
と
し
て
任
用
が
更
新
さ
れ
て
お
り
、
組
合
員
は
再
任
用
さ
れ
る
と
い
う
期
待
の
下

で
就
労
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
原
職
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
は
あ
る
も
の
の
、
再
任
用
に
係
る
要
求
は
組
合
員
の
処

遇
に
直
接
関
わ
る
問
題
で
あ
る
し
、
市
営
バ
ス
の
管
理
の
受
委
託
及
び
期
限
付
き
任
用
に
お
け
る
再
任
用
に
関
す
る
事
項
も
組
合
員
の
処

遇
に
影
響
を
有
す
る
範
囲
で
当
然
に
団
体
交
渉
事
項
と
認
め
ら
れ
る
と
し
、
市
は
団
交
に
応
じ
た
上
で
組
合
員
に
対
し
て
管
理
の
受
委
託

の
経
緯
や
再
任
用
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
な
ど
、
組
合
の
要
求
事
項
に
関
連
し
た
説
明
を
十
分
に
尽
く
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
た
。
し
か

し
、
二
二
年
一
月
四
日
か
ら
管
理
の
受
委
託
に
よ
る
バ
ス
運
行
が
実
施
さ
れ
、
市
に
お
け
る
組
合
員
ら
の
原
職
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
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か
ら
す
る
と
、
①
非
常
勤
運
転
手
の
再
任
用
を
拒
否
し
、
二
一
年
一
〇
月
以
降
、
派
遣
に
よ
り
バ
ス
運
行
さ
せ
る
理
由
、
②
正
規
職
員
と

合
意
確
認
書
を
交
わ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
③
市
営
バ
ス
の
管
理
の
受
委
託
に
つ
い
て
、
④
雇
止
め
さ
れ
た
市
バ
ス
非
正
規
職
員
の
雇
用

問
題
に
つ
い
て
の
各
事
項
は
団
交
に
よ
る
解
決
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
、
そ
の
意
味
は
失
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
救
済
の
範

囲
に
含
め
な
か
っ
た
。
事
業
の
類
型
と
し
て
は
Ａ
に
該
当
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
（
な
お
、
和
解
に
よ
り
終
結
し
、
中
労
委
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
）。

（
二
）　
委
託
元
へ
の
団
体
交
渉
申
し
入
れ
と
使
用
者
性

　
①
中
国
・
九
州
地
方
整
備
局
事
件
（
中
労
委
平
二
四
・
一
一
・
二
一
命
令
、
不
当
労
働
行
為
事
件
命
令
集
一
五
四
巻
（
二
）
一
七
七
三

頁
）

　
中
国
・
九
州
地
方
整
備
局
事
件
は
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
及
び
九
州
地
方
整
備
局
管
内
の
国
道
事
務
所
等
の
車
両
管
理
業
務

（
公
用
車
の
運
行
等
）
を
受
託
し
て
い
た
申
立
外
Ａ
社
が
、
国
の
入
札
方
式
の
変
更
に
伴
い
、
平
成
二
一
年
度
の
当
該
業
務
を
一
般
競
争

入
札
に
お
い
て
落
札
で
き
ず
、
業
務
を
受
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
記
業
務
に
従
事
し
て
い
た
社
員
を
解
雇
し
た
た

め
、
当
該
社
員
の
七
名
（
以
下
、「
組
合
員
ら
」）
が
加
入
し
た
組
合
が
、
直
接
雇
用
（
任
用
）
等
に
関
す
る
団
体
交
渉
を
二
一
年
四
月
一

五
日
付
け
で
中
国
地
方
整
備
局
長
ら
に
対
し
、
四
月
一
六
日
付
け
で
九
州
地
方
整
備
局
長
ら
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
申
し
入
れ
た
が
、
国
が
、

こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
組
合
か
ら
不
当
労
働
行
為
の
救
済
申
立
て
が
あ
っ
た
事
件
で
あ
る
。

　
初
審
（
広
島
県
労
委
平
成
二
三
年
六
月
二
四
日
命
令
、
労
判
一
〇
二
九
号
九
四
頁
）
は
、
国
に
対
し
、
誠
実
団
交
を
命
じ
、
そ
の
余
の

申
立
て
を
棄
却
し
た
と
こ
ろ
、
国
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
、
再
審
査
を
申
し
立
て
た
。

　
中
労
委
の
再
審
査
で
は
、
本
件
団
交
事
項
に
つ
い
て
の
国
の
使
用
者
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
労
組
法
第
七
条
に
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い
う
「
使
用
者
」
は
、
必
ず
し
も
労
働
契
約
上
の
雇
用
主
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
雇
用
主
以
外
の
者
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
、

当
該
労
働
者
の
基
本
的
な
労
働
条
件
等
に
対
し
て
、
雇
用
主
と
部
分
的
と
は
い
え
同
視
で
き
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
支
配
力
を

有
し
て
い
る
と
い
え
る
者
や
、
当
該
労
働
者
と
の
間
に
、
近
い
将
来
に
お
い
て
雇
用
関
係
の
成
立
す
る
可
能
性
が
現
実
的
か
つ
具
体
的
に

存
す
る
者
も
ま
た
雇
用
主
と
同
視
で
き
る
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
そ
の
同
視
で
き
る
限
り
に
お
い
て
労
組
法
第
七
条
の
「
使
用

者
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る（（
（

。
本
件
の
組
合
員
ら
は
Ａ
社
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
り
、
中
国
及
び
九
州
地
方
整
備
局
の
各
国
道
事
務
所

等
は
、
Ａ
社
と
の
間
の
車
両
管
理
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き
組
合
員
ら
を
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
組
合
員
ら
と
の
間
に
雇
用
関

係
は
存
在
し
な
い
た
め
、
雇
用
主
以
外
の
場
合
に
関
す
る
法
理
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
、
組
合
員
ら
の
中
に
は
、
一
人
を
除
き
い
ず
れ

も
、
国
道
事
務
所
等
か
ら
直
接
の
指
示
又
は
連
絡
を
受
け
る
べ
き
立
場
で
あ
る
責
任
者
等
の
職
務
に
就
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
組
合
員
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
勤
務
し
て
い
た
国
道
事
務
所
等
の
所
長
や
職
員
か
ら
直
接
口
頭
で
公
用
車
運

行
の
指
示
を
受
け
て
い
た
ほ
か
、
時
間
外
労
働
や
休
日
労
働
等
に
つ
き
直
接
の
指
示
を
受
け
て
い
た
者
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
組
合
員
ら
の
就
労
に
対
し
て
は
、
直
接
的
な
指
揮
命
令
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
し
か
し
中
労
委
は
、
組
合
の
申
し
入
れ
た
団
交
事
項
は
、
組
合
員
ら
の
直
接
雇
用
（
任
用
）
そ
の
他
の
雇
用
の
確
保
（
例
え
ば
、
他
の

就
業
機
会
の
確
保
）
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
団
交
事
項
は
、
就
労
の
諸
条
件
に
関
わ
る
も
の
で
は

な
く
、
組
合
員
ら
の
雇
用
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
、
採
用
、
配
置
、
雇
用
の
終
了
（
打
切
り
）
等
の
一
連
の
雇
用
の
管
理
に
関
す
る
決
定

に
関
わ
る
も
の
と
い
え
る
と
し
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
に
お
い
て
国
道
事
務
所
等
が
労
組
法
上
の
使
用
者
と
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の

決
定
に
つ
い
て
、
雇
用
主
と
同
視
で
き
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
支
配
力
を
有
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
組
合
員
ら
の
採

用
及
び
配
置
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
国
道
事
務
所
等
と
は
別
個
の
法
人
で
あ
る
同
社
が
面
接
を
行
う
な
ど
し
て
採
用

し
、
国
道
事
務
所
等
に
配
置
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
し
、
雇
用
の
終
了
（
打
切
り
）
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
ら
の
解
雇
は
、
Ａ
社
の
意
思
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に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
ほ
か
な
く
、
国
道
事
務
所
等
が
解
雇
そ
れ
自
体
に
つ
き
、
直
接
的
な
関
与
を
し
た
り
影
響
力
を
行
使
し
た

り
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
た
。

　
そ
し
て
中
労
委
は
、
国
道
事
務
所
等
は
、
実
質
的
に
見
て
、
組
合
員
ら
の
就
労
に
関
す
る
諸
条
件
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
上
記
一
連

の
雇
用
の
管
理
に
関
す
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
雇
用
主
と
部
分
的
と
は
い
え
同
視
で
き
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
支
配
力
を
有
し

て
い
た
と
認
め
る
に
は
足
り
ず
、
こ
の
観
点
か
ら
は
、
本
件
団
交
事
項
に
つ
い
て
は
、
国
道
事
務
所
等
に
労
組
法
上
の
使
用
者
性
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
（
（（
（

事
業
の
類
型
と
し
て
は
二
の
Ａ
と
Ｂ
の
混
合
型
と
い
え
よ
う
。

　
②
東
海
市
事
件
（
中
労
委
平
二
五
・
一
・
二
五
命
令
、
不
当
労
働
行
為
事
件
命
令
集
一
五
五
巻
（
二
）
一
四
三
一
頁
）

　
東
海
市
事
件（（（
（

も
、
団
交
に
係
る
使
用
者
性
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
申
立
外
Ｃ
社
に
雇
用
さ
れ
、
Ｃ
社
と
市
と
の
間
の
業
務
委

託
契
約
に
基
づ
き
、
市
の
小
学
校
に
派
遣
さ
れ
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
し
て
稼
働
し
て
い
た
外
国
人
語
学
教
師
（
Ａ
）
の
直

接
雇
用
等
に
係
る
団
交
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、
初
審
（
大
阪
府
労
委
平
二
三
・
九
・
九
命
令
）
は
、
市
は
労
組
法
上
の
使
用
者
に
は
当
た

ら
な
い
と
し
て
、
救
済
申
立
て
を
却
下
し
た
。

　
中
労
委
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
業
務
は
業
務
委
託
契
約
で
あ
る
も
の
の
、
組
合
員
Ａ
の
就
労
実
態
は
、
労
働
者
派
遣
の
形
態
に
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
が
、
市
に
は
、
労
働
者
派
遣
法
第
四
〇
条
の
四
（
当
時
）
に
基
づ
く
直
接
雇
用
（
任
用
）
の
申
込
義
務
が
生
じ
て
い
た
と
い
え
ず
、

ま
た
、
近
い
将
来
に
お
い
て
市
と
Ａ
と
の
間
で
雇
用
関
係
が
成
立
す
る
可
能
性
が
現
実
的
か
つ
具
体
的
に
存
在
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
た（（（
（

。
そ
し
て
、
市
は
、
Ａ
に
対
す
る
就
労
（
就
労
時
間
等
）
の
管
理
及
び
雇
用
（
採
用
・
配
置
・
雇
用
の
終
了
）
の
管

理
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
雇
用
主
と
部
分
的
と
は
い
え
同
視
で
き
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
支
配
を
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い

か
ら
、
市
は
、
直
接
雇
用
等
を
求
め
る
組
合
の
団
体
交
渉
に
応
ず
べ
き
労
組
法
第
七
条
第
二
号
の
使
用
者
に
当
た
ら
な
い
と
判
断
し
て
い

る
（
（（
（

。
類
型
と
し
て
は
二
の
Ｂ
に
当
た
る
。
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③
大
樹
町
事
件
（
北
海
道
労
委
平
二
四
・
一
一
・
二
六
命
令
、
不
当
労
働
行
為
事
件
命
令
集
一
五
四
巻
（
一
）
九
五
七
頁
）

　
大
樹
町
事
件
は
、
外
部
委
託
し
た
保
育
園
の
給
食
部
門
の
再
委
託
に
係
る
町
の
団
交
の
拒
否
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
被
申
立

人
（
町
）
か
ら
の
委
託
に
よ
り
保
育
園
を
運
営
し
て
い
る
申
立
外
社
会
福
祉
法
人
Ｚ
が
、
保
育
園
の
給
食
部
門
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
に

つ
い
て
町
に
承
認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
町
は
当
初
、
外
部
委
託
を
無
期
限
延
期
す
る
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
申
立
人
組
合
と
Ｚ
は
、

「
Ｚ
は
、
給
食
部
門
の
外
部
委
託
に
つ
い
て
町
の
無
期
限
延
期
の
指
導
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
表
明
す
る
」
こ
と
を
合
意
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
、
町
は
Ｚ
か
ら
改
め
て
協
議
を
受
け
、
外
部
委
託
を
承
認
す
る
に
至
っ
た
。
組
合
は
、
Ｚ
を
被
申
立
人
と
し
て
北
海
道
労
委
に
対

し
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
を
行
っ
た
が
、
和
解
が
成
立
し
た
（
和
解
協
定
に
、
上
記
の
合
意
事
項
に
つ
い
て
は
改
め
て
団
交
で
協

議
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
協
議
に
は
町
の
同
席
を
求
め
る
も
の
と
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
）。
こ
の
和
解
協
定
に
従
い
、
町
の
課
長
同
席

の
下
に
団
交
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
町
の
課
長
は
組
合
の
質
疑
に
つ
い
て
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
と
し
た
が
、
町
は
後
日
、
町
は
同
席

す
る
の
み
で
一
切
コ
メ
ン
ト
し
な
い
な
ど
と
組
合
に
回
答
し
た
。
本
件
は
、
上
記
回
答
を
受
け
、
組
合
が
町
に
対
し
二
回
に
渡
っ
て
申
し

入
れ
た
団
交
に
町
が
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
は
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
し
て
、
救
済
を
申
立
て
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　
命
令
は
、
町
は
保
育
業
務
の
委
託
先
で
あ
る
Ｚ
に
対
し
、
そ
の
職
員
の
採
用
や
人
事
異
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
指
導
す
る
こ

と
は
な
く
、
勤
務
内
容
や
労
働
条
件
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
は
Ｚ
の
自
主
運
営
に
任
せ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
町
が
、
Ｚ
の
職
員
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
、
雇
用
主
で
あ
る
Ｚ
と
同
視
で
き
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
に
支
配
・
決
定
し
て
い
た
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
と

し
た
。
す
な
わ
ち
、
町
が
本
件
外
部
委
託
を
承
認
す
る
権
限
は
、
あ
く
ま
で
も
保
育
業
務
の
適
正
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
保

育
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
町
は
、
承
認
に
当
た
り
、
Ｚ
と
委
託
先
業
者
と
の
契
約
が
、
専
ら
、
衛
生
や

栄
養
等
の
質
の
確
保
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
厚
生
省
局
長
通
知
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
観
点
か
ら
の
み
審
査
し
て
お
り
、
よ
っ

て
、
本
件
外
部
委
託
の
承
認
が
、
結
果
と
し
て
Ｚ
の
職
員
の
労
働
条
件
に
影
響
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
雇
用
主
と
同
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八

視
で
き
る
程
度
の
支
配
・
決
定
力
を
有
し
て
い
た
と
は
認
め
難
い
と
し
て
、
町
は
、
労
組
法
上
の
使
用
者
と
は
い
え
な
い
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
類
型
と
し
て
は
二
の
Ｂ
の
争
点
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
④
栗
東
市
（
文
化
体
育
振
興
事
業
団
職
員
協
議
会
）
事
件
（
滋
賀
県
労
委
平
一
八
・
一
〇
・
二
七
命
令
、
労
判
九
二
五
号
九
〇
頁
）

　
栗
東
市
事
件
は
、
市
が
、
申
立
外
栗
東
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
に
委
託
し
て
い
た
芸
術
文
化
会
館
の
管
理
に
つ
い
て
、
平
成
一
八
年

四
月
以
降
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
一
般
公
募
に
よ
り
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
組
合
（
栗
東
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
職
員

協
議
会
）
が
市
に
対
し
同
事
業
団
職
員
の
雇
用
確
保
に
関
す
る
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
同
職
員
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
が
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　
命
令
は
、
条
例
の
改
正
に
よ
り
会
館
に
指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
申
立
外
Ｂ
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
て
、
事
業
団
が

会
館
管
理
委
託
料
の
財
源
を
失
う
こ
と
に
よ
り
、
会
館
に
配
属
さ
れ
た
一
一
名
の
職
員
の
雇
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
と
な
る

こ
と
を
認
定
の
上
で
、
市
と
事
業
団
職
員
と
の
間
に
直
接
的
な
雇
用
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
市
は
事
業
団
に
対
し
て
、
人
事
面
、
財

政
お
よ
び
業
務
面
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
で
、
本
件
指
定
管
理
制
度
の
導
入
に
伴
う
市
の
事
業
団
に
対
す
る
会
館

の
管
理
委
託
の
終
了
は
、
事
業
団
の
存
続
と
事
業
団
職
員
の
雇
用
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
有
り
、
市
は
協
議
会
が
申
し
入
れ
た

本
件
雇
用
問
題
に
関
す
る
団
交
に
対
し
、
誠
実
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
市
が
直
接
雇
用
関
係
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
団
交
を
拒

否
し
た
こ
と
は
労
組
法
七
条
二
号
の
不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
市
等
の
協
議
に
よ
り
、
事
業
団
職
員
を
Ｂ
社
、

市
に
出
向
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
雇
用
不
安
は
当
面
解
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
救
済
方
法
と
し
て
は
ポ
ス
ト
ノ

ー
テ
ィ
ス
の
み
を
命
じ
て
い
る
。
型
と
し
て
は
二
の
Ｃ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る

　
④
え
ど
が
わ
環
境
財
団
・
江
戸
川
区
事
件
（
東
京
都
労
委
平
二
六
・
八
・
五
命
令
、
中
労
委
労
委
命
令
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

　
え
ど
が
わ
環
境
財
団
・
江
戸
川
区
事
件
は
、
指
定
管
理
者
に
事
務
局
長
を
派
遣
し
て
い
る
区
の
使
用
者
性
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ



日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
（
山
本
）�

三
九

る
。
江
戸
川
区
立
自
然
動
物
園
等
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
財
団
で
働
く
Ａ
（
飼
育
員
）
ら
が
、
職
場
に
お
け
る
Ｚ
の
言
動
が
ひ
ど
い
等
と

財
団
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
区
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
財
団
事
務
局
長
は
、
朝
礼
の
際
に
、「
Ｚ
を
手
伝
わ
な
か
っ
た
人
は
動
物
園
に
必
要

な
い
の
で
辞
め
て
も
ら
う
か
、
異
動
し
て
も
ら
い
た
い
」
旨
の
発
言
を
し
た
。
Ａ
ら
は
、
組
合
に
加
入
し
、
二
四
年
二
月
二
〇
日
、
組
合

は
、
財
団
に
、
来
年
度
の
勤
務
場
所
及
び
職
場
環
境
の
改
善
等
に
つ
い
て
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
、
三
月
二
日
か
ら
六
月
八
日
ま
で
の
間

に
、
団
体
交
渉
が
四
回
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
、
四
月
一
日
、
組
合
員
ら
（
二
名
）
は
、
自
然
動
物
園
か
ら
み
ど
り
の
推
進
係
等
に
配

転
と
な
っ
た
。
五
月
二
三
日
、
組
合
は
、
区
に
対
し
、
財
団
事
務
局
長
の
退
任
等
を
求
め
て
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
た
が
、
区
は
、
こ
れ

に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
組
合
が
、
Ａ
ら
の
配
転
が
組
合
員
に
対
す
る
不
利
益
取
扱
い
及
び
組
合
運
営
に
対
す
る
支
配
介
入
に
当
た

り
、
団
体
交
渉
に
お
け
る
財
団
の
対
応
が
不
誠
実
な
団
体
交
渉
に
当
た
り
、
区
が
団
体
交
渉
に
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
正
当
な
理
由
の
な

い
団
体
交
渉
拒
否
に
当
た
る
と
し
て
、
救
済
申
立
を
し
た
事
案
で
あ
る
。

　
都
労
委
は
、
Ａ
の
配
転
及
び
財
団
の
不
誠
実
団
交
に
つ
い
て
救
済
申
立
を
認
容
し
た
が
、
区
は
、
財
団
職
員
の
基
本
的
労
働
条
件
に
つ

い
て
現
実
的
か
つ
具
体
的
に
支
配
、
決
定
で
き
る
地
位
に
あ
る
と
は
い
え
ず
団
体
交
渉
に
応
ず
べ
き
使
用
者
に
当
た
る
と
は
い
え
な
い
と

し
て
申
立
を
棄
却
し
た
。
類
型
と
し
て
は
二
の
Ｂ
と
Ｃ
の
混
合
と
い
え
よ
う（（（
（

。

（
三
）　
小
括

　
右
の
よ
う
に
、
公
契
約
に
係
る
集
団
的
労
使
紛
争
に
お
い
て
は
、
委
託
先
変
更
な
い
し
委
託
打
ち
切
り
等
に
伴
う
雇
用
継
続
に
係
る
交

渉
、
委
託
元
に
対
し
て
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
る
に
当
た
っ
て
の
団
体
交
渉
応
諾
義
務
の
問
題
が
、
Ｂ
の
労
組
法
上
の
使
用
者
性
の
争
点

と
し
て
出
現
す
る
形
態
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
紛
争
の
一
方
当
事
者
で
あ
る
労
働
組
合
側
が
委
託
元
の
国
や

自
治
体
も
交
え
て
解
決
し
た
い
、
雇
用
主
の
み
で
は
解
決
し
難
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
公
契
約
に
係
る
集
団
的
労
使
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紛
争
に
当
た
り
、
委
託
元
で
あ
る
国
・
地
方
公
共
団
体
が
、
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
な
い
限
り
に
お
い
て
は
労
働
紛
争
の
改
善
や
雇
用
の

維
持
と
い
っ
た
根
本
的
な
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
項
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
　
日
本
に
お
け
る
公
契
約
と
集
団
的
労
使
関
係
の
残
さ
れ
た
課
題

（
一
）　
公
契
約
の
締
結
に
際
し
て
の
労
組
法
等
の
集
団
的
労
使
関
係
法
遵
守
の
条
項
の
扱
い

　
紛
争
事
例
の
中
に
現
れ
る
指
定
管
理
者
と
の
協
定
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
が
公
開
し
て
い
る
公
契
約
条
例
を
概
観
す
る
と
、
労
働
基

準
の
遵
守
、
労
働
報
酬
下
限
額
（
基
準
額
）
の
遵
守
等
と
い
っ
た
雇
用
・
労
働
条
件
の
点
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
る
も
の（（（
（1
（（
（

の
、
労
組
法

の
遵
守
と
い
っ
た
面
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
公
契
約
条
例
の
性
格
上
や
む
を
得
な
い
点
も
あ
る
が（（（
（

、

他
方
、
連
合
が
平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
一
一
月
に
作
成
し
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
改
訂
し
た
「
公
契
約
条
例
モ
デ
ル
（
案
）」
一
一

条
四
号
に
お
い
て
は
、「
労
働
関
係
法
令
遵
守
義
務
」
と
し
て
、
特
定
公
契
約
等
受
注
者
は
、
自
ら
、
労
基
法
、
労
組
法
、
安
衛
法
、
均

等
法
、
労
契
法
、
パ
ー
ト
法
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
再
委
託
等
に
よ
っ
て
下
請
業
者
と
の
間
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
際
に
、
当
該
請

負
契
約
に
お
い
て
特
定
公
契
約
受
注
関
係
者
が
こ
れ
ら
の
法
令
を
遵
守
す
べ
き
旨
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
が
目
立
つ
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
公
契
約
条
例
に
盛
り
込
む
ほ
か
、
委
託
契
約
や
指
定
管
理
者
と
の
協
定
に
集
団
的
労
使
関
係
に
か
か
る
法
令
の
遵
守
、
集
団
的
労
使
紛

争
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
何
ら
か
の
条
項
を
入
れ
る
こ
と
の
模
索
も
あ
っ
て
よ
か
ろ
う（（（
（

。
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
紛
争
の
予
防
に
繋
が
る
上
に
、
紛
争
の
早
期
解
決
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
公
契
約
に
基
づ
い
て
就
労
す
る
労
働
者
を
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保
護
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
よ
う
な
紛
争
の
予
防
・
早
期
解
決
へ
の
取
組
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
点
か
ら
も
、
公
的

機
関
に
お
け
る
裁
判
費
用
等
の
不
意
の
支
出
の
防
止
の
点
も
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
二
）　
事
後
的
救
済
の
限
界
と
公
正
労
働
基
準
設
定

　
近
年
、
学
会
に
お
い
て
も
、
公
務
部
門
の
事
務
事
業
の
民
間
委
託
、
公
の
施
設
の
廃
止
・
民
間
移
譲
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
、
独
立

行
政
法
人
・
地
方
独
立
行
政
法
人
設
立
、
市
場
化
テ
ス
ト
等
に
つ
い
て
、「
公
務
部
門
の
事
業
再
編
」
と
捉
え
て
、
事
業
再
編
に
係
る
法

理
の
中
で
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
公
務
部
門
の
事
務
の
民
間
委
託
や
指
定
管
理
に
公
契
約
に
よ
り
従
事
す
る
労
働
者
の
処
遇
や
雇
用
の
安
定
に
つ
い
て
、
公
契
約
法
が
存

し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
十
分
な
保
護
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
公
契
約
条
例
の
制
定
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
将
来
的
に
は
立
法
的
な
措
置
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
三
で
検
討
し
た
労
委
命
令
は
、
公
契
約
の
現
場
に
お
い
て
労
使
紛
争
が
発
生
し
た
際
の
事
後
的
救
済
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え

る
。
雇
用
継
続
に
係
る
駆
け
込
み
訴
え
的
な
事
案
に
お
い
て
も
、
委
託
に
係
る
公
契
約
従
事
者
の
労
働
条
件
に
係
る
争
い
に
お
い
て
も
、

も
と
の
業
務
委
託
契
約
や
指
定
管
理
制
度
に
基
づ
く
協
定
に
お
い
て
労
働
者
保
護
に
係
る
基
準
や
集
団
的
労
使
関
係
に
係
る
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
が
た
め
に
、
就
労
開
始
後
あ
る
い
は
終
了
後
に
組
合
が
交
渉
し
よ
う
と
し
て
も
、
使
用
者
性
や
交
渉
事
項
で
も
め
、
交
渉

の
開
始
そ
の
も
の
が
新
た
な
争
点
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
労
働
組
合
が
望
む
早
期
解
決
と
い
う
「
結
果
」
に
つ
な
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
よ
う
に
団
交
を
求
め
て
も
、
労
働
条
件
の
維
持
・
改
善
に
繋
が
ら
な
い
こ
と
は
、
か
え
っ
て
労
働
組
合
の
求
心
力
を
失
わ
せ
る

こ
と
に
な
り
は
し
ま
い
か
。

　
公
契
約
従
事
者
の
労
働
条
件
設
定
に
当
た
っ
て
の
事
前
の
協
議
、
す
な
わ
ち
、
公
契
約
の
締
結
に
際
し
て
、
公
正
労
働
基
準
が
設
定
さ
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れ
る
と
と
も
に
、
集
団
的
労
使
関
係
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
紛
争
の
予
防
と
解
決
に
資
す
る
と
考
え
る
。

受
託
事
業
者
も
、
業
務
委
託
契
約
や
指
定
管
理
に
か
か
る
自
治
体
等
と
の
契
約
又
は
協
定
内
容
を
盾
に
、
団
体
交
渉
を
拒
む
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
ら
に
、
公
契
約
に
か
か
る
委
託
先
や
指
定
管
理
者
が
雇
用
す
る
労
働
者
と
の
間
で
、
中
労
委
等
が
示
す
使
用
者
性（（（
（

が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
団
交
応
諾
義
務
が
生
ず
る
こ
と
を
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
明
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
集
団
的
労
使
関
係
の
ル
ー
ル
の
設
定
は
、

労
働
組
合
の
不
断
の
団
交
の
申
し
入
れ
と
交
渉
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
労
使
自
治
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
公
契
約

に
か
か
る
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
労
働
条
件
の
過
酷
さ
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
は
、
政
策
的
に
公
契
約
に
基
づ
い
て
就
労
す
る

労
働
者
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
で
の
協
議
、
交
渉
を
積
極
的
に
法
令
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
　
大
学
院
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
金
子
征
史
名
誉
教
授
の
退
官
記
念
号
に
拙
文
を
掲
載
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
金
子
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
雑
駁
な
論
稿
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
、
先
生
の
学
恩
に
未
だ
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）　
野
田
市
公
契
条
例
（
平
成
二
二
年
四
月
施
行
）、
川
崎
市
契
約
条
例
（
改
正
）（
二
三
年
四
月
施
行
）、
多
摩
市
公
契
約
条
例
（
二
三
年
四
月
施
行
）、
相
模

原
市
公
契
約
条
例
（
二
四
年
四
月
施
行
）、
国
分
寺
市
公
共
調
達
条
例
（
二
四
年
一
二
月
施
行
）、
渋
谷
区
公
契
約
条
例
（
二
五
年
一
月
施
行
）、
厚
木
市
公
契

約
条
例
（
二
五
年
四
月
施
行
）、
足
立
区
公
契
約
条
例
（
二
六
年
四
月
施
行
）、
直
方
市
公
契
約
条
例
（
二
六
年
四
月
施
行
）、
秋
田
市
公
契
約
基
本
条
例
（
二

六
年
四
月
施
行
）、
三
木
市
公
契
約
条
例
（
二
六
年
七
月
施
行
）、
千
代
田
区
公
契
約
条
例
（
二
六
年
一
〇
月
施
行
）、
草
加
市
公
契
約
基
本
条
例
（
二
七
年
四

月
施
行
）、
四
日
市
市
公
契
約
条
例
（
二
七
年
一
月
施
行
）、
奈
良
県
公
契
約
条
例
（
二
七
年
一
月
・
四
月
施
行
）、
我
孫
子
市
公
契
約
条
例
（
二
七
年
四
月
施

行
）、
世
田
谷
区
公
契
約
条
例
（
二
七
年
四
月
施
行
）、
加
西
市
公
契
約
条
例
（
二
七
年
三
月
可
決
）、
高
知
市
公
共
調
達
条
例
（
改
正
）（
二
七
年
一
〇
月
施

行
）。
こ
れ
ら
は
認
定N

PO

法
人
ま
ち
ぽ
っ
と
リ
サ
ー
チ
「
多
様
化
す
る
公
契
約
条
例
～
公
契
約
条
例
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」（http://m

achi-pot.org/
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四
三

m
odules/project/uploads/research/20150113.pdf

）
と
、
連
合
東
京
「
公
契
約
条
例
内
容
比
較
」（
二
〇
一
四
・
一
一
・
一
二
公
契
約
条
例
シ
ン
ポ
ジ

ゥ
ム
資
料
）
に
よ
る
。

（
2
）　
前
川
健
太
郎
『
市
民
を
雇
わ
な
い
国
家
─
日
本
が
公
務
員
の
少
な
い
国
へ
と
至
っ
た
道
』（
東
京
大
学
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
三
三
頁
。

（
3
）　
上
林
陽
治
『
非
正
規
公
務
員
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
二
頁
以
下
。
こ
の
問
題
を
扱
っ
た
書
物
と
し
て
は
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
編

『
な
く
そ
う
！
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
4
）　
連
合
（w

w
w
.jtuc-rengo.or.jp/roudou/chusho/kou_keiyaku/

）、
橋
本
武
朋
「
地
方
自
治
体
の
関
連
職
場
で
働
く
民
間
労
働
者
の
現
状
と
雇
用

確
保
の
取
組
み
」
労
旬
一
八
〇
四
号
四
二
頁
。
全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合
（http://w

w
w
.zenkensoren.org/new

s_page/jorei_01/

）、
自
治
労
連

（
二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
〇
日
「『
指
定
管
理
制
度
』
の
導
入
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
）
等
の
労
働
組
合
の
取
組
の
ほ
か
、
日
弁
連
「
契
約
法
・
公
契
約
条
例

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」（http://w

w
w
.nichibenren.or.jp/library/ja/opinion/report/data/110414_3.pdf

）、
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
の

「
公
契
約
に
お
け
る
“
労
働
条
件
審
査
”」
に
係
る
提
案
（http://w

w
w
.shakaihokenroum

ushi.jp/general-person/torikum
i/index02.htm

l

）
等

も
あ
る
。

（
5
）　
松
井
裕
次
郎
・
濱
野
恵
「
公
契
約
法
と
公
契
約
条
例
─
日
本
と
諸
外
国
に
お
け
る
公
契
約
事
業
従
事
者
の
公
正
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
─
」
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
二
〇
一
二
年
二
月
号
七
八
頁
。

（
6
）　
労
働
委
員
会
命
令
を
中
心
に
検
討
す
る
。
な
お
、
全
国
の
労
委
に
お
い
て
は
、
業
務
委
託
、
指
定
管
理
に
係
る
紛
争
が
調
整
事
件
と
し
て
か
か
っ
て
い
る

と
推
察
で
き
る
が
、
各
都
道
府
県
労
委
の
Ｈ
Ｐ
等
で
調
整
事
件
の
事
案
と
解
決
の
詳
細
が
分
か
る
も
の
と
、
概
要
に
と
ど
ま
る
も
の
と
が
あ
り
、
現
時
点
で
は

集
計
、
検
討
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
裁
判
の
検
討
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
7
）　
公
契
約
に
係
る
文
献
と
し
て
は
、
碓
井
光
明
『
公
契
約
法
精
義
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
辻
山
幸
宣
・
勝
島
行
正
・
上
林
陽
治
『
自
治
総
研
ブ
ッ
ク

レ
ッ
ト
9
・
公
契
約
を
考
え
る
　
野
田
市
の
公
契
約
条
例
制
定
を
受
け
て
』（
公
人
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
小
畑
精
武
『
公
契
約
条
例
入
門
─
地
域
が
幸
せ
に
な

る
“
新
し
い
公
共
”
ル
ー
ル
』（
旬
報
社
、
二
〇
一
一
年
）、
伊
藤
圭
一
編
著
『
公
契
約
適
正
化
運
動
の
す
す
め
─
発
展
方
向
と
可
能
性
を
探
る
（
労
働
総
研
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト 

三
）（
本
の
泉
社
、
二
〇
一
一
年
）、
永
山
利
和
・
自
治
体
問
題
研
究
所
『
公
契
約
条
例
（
法
）
が
ひ
ら
く
公
共
事
業
と
し
ご
と
の
可
能
性
』（
自

治
体
研
究
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
論
文
と
し
て
は
、
清
水
敏
『
公
契
約
規
制
立
法
に
か
ん
す
る
一
考
察
』
早
稲
田
法
学
（
一
九
八
九
年
）
六
四
巻
四
号
四
四
六

頁
、
上
林
陽
治
『
政
策
目
的
型
入
札
改
革
と
公
契
約
条
例
』（
上
）・
自
治
総
研
三
九
四
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
三
頁
、
同
（
下
）
自
治
総
研
三
九
六
号
（
二
〇

一
一
年
）
四
五
頁
、
上
林
陽
治
『
公
契
約
条
例
、
そ
の
目
的
と
構
造
～
公
契
約
条
例
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
～
』
労
働
調
査
（
二
〇
一
二
年
）
一
一
・
一
二
月

号
四
頁
、
古
川
景
一
「
公
契
約
規
制
の
理
論
と
実
践
」
労
旬
一
五
八
一
号
五
二
頁
、
古
川
景
一
「
公
契
約
規
制
の
到
達
点
と
課
題
─
川
崎
市
契
約
条
例
を
中
心

に
」
季
刊
・
労
働
者
の
権
利
二
九
〇
号
八
四
頁
、
古
川
景
一
「
公
契
約
規
制
の
到
達
点
と
当
面
の
課
題
」
労
旬
一
七
一
九
号
七
頁
、
松
井
祐
次
郎
・
五
十
嵐
恵



法
学
志
林
　
第
一
一
三
巻
　
第
三
号�

四
四

「
公
契
約
に
お
け
る
労
働
条
項
─
公
契
約
法
／
条
例
に
よ
る
賃
金
規
制
を
め
ぐ
る
動
向
と
課
題
」
調
査
と
情
報
七
三
一
号
一
頁
、
松
井
祐
次
郎
・
濱
野
恵
「
公

契
約
と
公
契
約
条
例
─
日
本
と
諸
外
国
に
お
け
る
公
契
約
事
業
従
事
者
の
公
平
な
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保
─
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
二
〇
一
二
年
二
号
三
頁
、
小

越
洋
之
助
「
公
契
約
法
・
条
例
制
定
の
意
義
・
現
状
・
課
題
」
賃
金
と
社
会
保
障
一
五
〇
二
号
三
六
頁
、
岸
道
雄
「
民
間
委
託
等
の
公
契
約
条
例
に
関
す
る
一

考
察
─
公
平
性
と
経
済
学
の
観
点
か
ら
─
」
政
策
科
学
二
〇
一
二
年
三
月
号
三
一
五
頁
、
森
原
琴
恵
「
公
契
約
の
現
状
と
課
題, 

解
決
策
に
つ
い
て
」
日
本
労

働
研
究
雑
誌 
五
九
五
号
一
一
五
頁
。
雑
誌
の
特
集
と
し
て
、
労
旬
一
七
一
九
号
「
特
集
　
公
契
約
条
例
に
関
す
る
現
状
と
課
題
」
等
が
あ
る
。

（
8
）　
業
務
の
外
部
委
託
化
に
伴
う
雇
用
喪
失
（
雇
止
め
）
は
、
外
部
委
託
に
伴
う
紛
争
の
典
型
と
し
て
顕
在
化
し
て
き
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
区
立
保
育
所
の

民
間
委
託
移
行
に
伴
う
中
野
区
非
常
勤
保
育
士
（
雇
止
め
）
事
件
（
東
京
高
判
平
一
九
・
一
一
・
一
八
判
タ
一
二
七
四
号
一
六
八
頁
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
東

京
都
労
働
委
員
会
に
お
い
て
不
当
労
働
行
為
事
件
と
し
て
も
救
済
申
立
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
高
裁
判
決
の
確
定
に
伴
い
、
都
労
委
に
お
い
て
も
復
職
を
内
容

と
す
る
和
解
で
終
結
し
て
い
る
。

（
9
）　
株
式
会
社
シ
ョ
ー
ワ
事
件
（
中
労
委
平
二
四
・
九
・
一
九
命
令
、
別
中
時
一
四
三
六
号
一
六
頁
）。

（
10
）　
さ
ら
に
、
中
労
委
は
、
国
が
、
Ａ
社
へ
の
車
両
管
理
業
務
の
委
託
に
つ
き
、
広
島
労
働
局
、
福
岡
労
働
局
及
び
大
分
労
働
局
か
ら
適
正
な
請
負
（
委
託
）

と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
指
摘
を
受
け
、
労
働
者
派
遣
法
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
労
働
者
派
遣
に
該
当
す
る
と
し
て
、
是
正
あ
る
い
は
改
善
の
行
政
指
導
を
受
け

て
い
た
点
に
つ
い
て
、
本
件
団
交
申
入
れ
の
時
点
で
国
道
事
務
所
等
が
労
働
者
派
遣
法
上
の
派
遣
先
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
こ
と
等
か
ら
同
法
に
基
づ
く
、
直
接
雇
用
（
任
用
）
の
義
務
が
発
生
し
て
い
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
各
労
働
局
の
、
労
働
者
派
遣
法
に
基

づ
く
行
政
指
導
は
、
国
が
組
合
員
ら
を
直
接
雇
用
（
任
用
）
す
る
こ
と
を
特
に
要
請
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
該
行
政
指
導
が
あ
っ
た
こ
と

を
も
っ
て
、
国
道
事
務
所
等
に
組
合
員
ら
を
直
接
任
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

（
11
）　
別
中
時
一
四
四
〇
号
一
頁
。

（
12
）　
派
遣
労
働
者
の
直
用
化
を
予
定
し
て
い
る
派
遣
先
の
使
用
者
性
に
つ
い
て
は
、（
公
契
約
の
事
案
で
は
な
い
が
）
ク
ボ
タ
事
件
（
中
労
委
平
二
一
・
九
・

二
別
中
労
時
一
三
八
六
号
四
二
頁
、
東
京
地
判
平
二
三
・
三
・
一
七
労
経
速
二
〇
一
五
号
一
三
頁
）、
ヤ
ン
マ
ー
事
件
（
中
労
委
平
二
二
・
一
一
・
一
〇
別
中

労
時
一
四
一
二
号
一
頁
）
等
が
あ
る
。

（
13
）　
判
例
評
釈
と
し
て
吉
田
美
喜
夫
「
市
立
小
学
校
の
外
国
語
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
直
用
化
要
求
と
団
体
交
渉
上
の
使
用
者
」
中
労
委
時
報
一
一
六
八
号
四
頁

（
14
）　
当
該
配
転
に
係
る
民
事
訴
訟
は
、
公
益
法
人
え
ど
が
わ
環
境
財
団
事
件
（
労
判
一
一
一
五
号
六
八
頁
）。

（
15
）　
総
務
省
『
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
状
況
等
に
関
す
る
調
査
結
果
』
の
概
要
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
現
在
、
指
定
管
理
者
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
施
設
数
は
七
三
、
四
七
六
施
設
（
都
道
府
県 

七
一
二
三
施
設
、
指
定
都
市 
七
六
四
一
施
設
、
市
区
町
村 

五
八
七
一
二
施
設
）、
約
三
割

の
施
設
で
民
間
企
業
等
（
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
学
校
法
人
、
医
療
法
人
等
）
が
指
定
管
理
者
に
指
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
労
働
法
令
の
遵
守
や
雇



日
本
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け
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公
契
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と
集
団
的
労
使
関
係
（
山
本
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四
五

用
・
労
働
条
件
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
約
六
割
の
施
設
で
選
定
時
や
協
定
等
に
提
示
。

（
16
）　
労
働
条
項
に
つ
い
て
は
、
小
畑
精
武
「
公
契
約
条
例
の
ひ
ろ
が
り
と
い
く
つ
か
の
課
題
─
賃
金
・
労
働
条
項
を
め
ぐ
っ
て
」
労
旬
一
八
二
〇
号
四
七
頁
に

詳
し
い
。

（
17
）　
例
え
ば
平
成
二
六
年
四
月
制
定
の
相
模
原
市
の
「
相
模
原
市
公
契
約
条
例
の
手
引
き
（
指
定
管
理
者
版
）」
に
は
、
参
考
法
令
と
し
て
労
基
法
、
労
基
則
、

割
増
賃
金
政
令
、
最
賃
法
、
最
賃
則
、
生
活
保
護
法
、
警
備
業
法
は
あ
る
が
、
労
組
法
や
労
調
法
は
な
い
。

（
18
）　
た
と
え
ば
都
道
府
県
労
委
で
の
あ
っ
せ
ん
の
利
用
を
盛
り
込
む
等
が
考
え
ら
れ
る
。
委
託
元
が
都
道
府
県
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
委
託
元
と
労
委
の
設
置

地
方
公
共
団
体
が
共
通
で
あ
る
こ
と
は
障
害
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
19
）　
さ
し
あ
た
り
、
労
使
関
係
研
究
会
報
告
書
「
労
働
組
合
法
上
の
労
働
者
性
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
」（
平
成
二
三
年
七
月
）
の
公
契
約
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
作

成
が
考
え
ら
れ
る
。

（
本
稿
は
公
益
信
託
日
新
製
糖
奨
学
育
英
基
金
の
奨
学
金
を
得
て
執
筆
し
た
）


